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お問い合わせは当院まで

インスリンポンプ療法の紹介

インスリンポンプ療法とは?
インスリンポンプは、あなたの身体のインスリン必要量に合った少量
の超速攻型インスリンを体内に注入する携帯型の小型機器です。

インスリンポンプによるインスリン注入方法とは?
インスリンポンプによって体内にインスリンを注入する方法は2つ
あります。基礎（ベーサル）注入と追加（ボーラス）注入です。

インスリンポンプ療法が選ばれる理由とは?
•ライフスタイルに合わせた治療が可能になります
•多彩なメニューにより、ニーズに合わせたインスリン注入

や停止が可能になります
•重篤な高血糖や低血糖予防に繋がります
•糖尿病の合併症リスクを軽減させます

インスリンの注入方法とは？

基礎（ベーサル）注入とは、食事以外の時間帯に目標血糖値を維持
するため、24時間365日持続的に少量のインスリンを注入する方法
です。

追加（ボーラス）注入とは、主に食事や間食時に必要となる追加の
インスリン注入のこと。高血糖を正常値に戻すときに必要量のイン
スリンを注入する方法です。

あなたの生活を、よりあなたらしく、
健康な毎日と将来のために

❶ インスリンポンプは昼夜を通して
設定したインスリン量（基礎注入）
を注入するようにプログラムされ
ています。

❷ 柔軟性のあるチューブによって
インスリンがインスリンポンプ
から注入セットに送られます。

❸ 皮下に留置した細く柔らかい
カニューレを通して少量ずつ、
インスリンを体内に注入します。

❹ インスリンが体内に吸収されます。
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急な外食や、飲み会でも安心
•かんたんなボタン操作で食事量や内容に応じた
インスリン注入が可能になるため、急な誘いや不規則
になりがちな食事にも対応しやすくなります。

カスタマイズできる基礎インスリン注入量
•仕事や育児、運動等、日々異なるあなたの生活や活動
に合わせて基礎インスリン注入量をカスタマイズ
できます。

注射による痛みの減少とともに、
あなたらしい生活を＊

•インスリン注入のための針を刺す操作は2～3日に
1回の頻度です。＊

•一時的な取り外しもかんたんに行えるため、お風呂
やプールに入ることもできます。

不規則な生活や不測の事態にも
•基礎インスリンが24時間継続的に注入でき、複数の
パターンも設定できるため、不規則な生活になりがち
の方も安心です。

•低血糖が心配になる急な外回り業務や外出の時も
基礎インスリンの調整ができます。

不安な低血糖にも
•インスリンポンプは重度低血糖イベントリスクを
最大85％まで低減させることが報告されています。¹

より良い血糖コントロールのために
•基礎インスリンを時間帯ごとに細かく設定できる
ため、たとえば朝の高血糖などの血糖のばらつきを
安定させることが可能になります。

•インスリンポンプを使うことにより、持効型インスリン
注射と比べて目標A1C値を達成できる可能性が約4倍
になるという結果も出ています。²

眼の障害（網膜症）
最大で76％まで低減できる可能性があります。³

心血管の障害
最大で41％まで低減できる可能性があります。³

神経障害（ニューロパシー）
最大で56％まで低減できる可能性があります。³

腎障害
最大で69％まで低減できる可能性があります。³

あなたの現在と未来のために
～インスリンポンプ療法はあなたの生活に合わせてカスタマイズでき、充実した毎日と健康な未来をサポートします～

仕事や育児、ライフスタイルに
合わせた血糖コントロールを

長期にわたり、
あなたの健康をサポート

より良い効果が不安の低減に

インスリンポンプは、より良好な血糖コント
ロールを可能にし、長期的な合併症リスク
を低下させます。³

生理的なインスリン分泌イメージ
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＊ 1日4回以上の血糖自己測定は引き続き行ってください


